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報道向け資料 2014年10月24日 

国境なき医師団（MSF） 

 

エボラ出血熱の流行地域から帰還したスタッフのためのプロトコル 

 

国境なき医師団（MSF）では、エボラ出血熱の流行地域で活動したスタッフが帰国した際に、健康状

態を観察するための行動指針を設け、厳格に運用しています。適用期間は、エボラウイルスの潜伏期間

である 21日間です。 

MSFが定めているエボラの潜伏期間中の行動指針（概要） 

 

1. 帰国後、1日に 2回体温を測り報告する ※厚生労働省の指導に準じます 

2. マラリアの予防・治療を完了する ※マラリアとエボラの症状が似ているためです 

3. 自身に発熱などの症状がないか注意する 

4. エボラに対応できる隔離施設のある指定病院を 4時間以内に受診できる場所に滞在する 

5. 注意すべき症状が現れた場合は速やかに MSF 日本事務局に連絡する 

 

スタッフの居住地から4時間以内の場所にエボラ対応が可能な指定医療施設がない場合は、MSFが行

動指針に適した滞在地を手配し、スタッフに提供しています。 

潜伏期間中にエボラを示唆する症状が現れた場合は、速やかにMSF日本事務局および関係当局に連

絡した上で、公共交通機関の利用を控えるように指導しています。 

エボラは発症しない限りは感染せず、通常の生活が可能です。エボラの疑いがない場合にまで隔離するこ

とは適切な対応ではなく、MSF では推奨していません。 

ただし、潜伏期間中のスタッフには復職・再就職を推奨していません。活動地での任務は心身の負担が

極めて大きく、休息が求められるためです。また、環境の変化から、かぜ、気管支炎、インフルエンザなど感

染症にかかる可能性もあります。こうした病気はエボラと似た症状を示すため、当人や周囲の人に無用の

不安を与える恐れがあります。復職・再就職を推奨しない代わりに、MSF では潜伏期間にあたる 21 日

間についても給与を支払っています。 

なお、潜伏期間中に発熱した場合でもエボラとは限りません。初期症状が似ているインフルエンザやマラリ

アなどの可能性もあります。一方、潜伏期間が過ぎた後に発熱などの症状が出た場合は、エボラが原因

ではないと判断できます。 

以上 

 


